
（令和５年３月２日実施）

１　生息数及び構成比

種　　　類 羽数：羽 構成比：％

ガ ン 類 14,585 38.8% 過去 7 番目

ハ ク チ ョ ウ 類 944 2.5% 過去 44 番目

カ モ 類 22,071 58.7% 過去 34 番目

計 37,600 100.0％ 過去 11 番目

※　３月調査は昭和４７年度から実施しており，今年度は５１回目となる。

２　前年同期との比較

調 査 月 日 ガ　ン　類 ハクチョウ類

令和5年3月2日 14,585 944
令和4年3月3日 70,120 3,496
増　　　　減 ▲ 55,535 ▲ 2,552

３　主な確認地 地点名 市町村

（１）ガン類

伊豆沼・内沼 （栗原市・登米市） 羽 羽

蕪栗沼 （大崎市） 羽 羽

波伝谷 （南三陸町） 羽 羽

黒崎 （南三陸町） 羽 羽

（２）ハクチョウ類 大沼 （仙台市） 羽 羽

馬牛沼 （白石市） 羽 羽
七北田川

東北新幹線鉄橋 （仙台市） 羽 羽

（３）カモ類 南川ダム （大和町） 羽 羽

伊豆沼・内沼 （栗原市・登米市） 羽 羽

化女沼 （大崎市） 羽 羽

４　調査箇所数　　　
　　県内のガン，ハクチョウ，カモ等の飛来地約５００か所

100 人

７  飛来状況

37,600

114,364
▲ 76,764

※　数値は速報値であり，今後変動することがあります。
　　確定値は約２週間後，ホームページに掲載します。

６　その他

５　調査人員　　

昨年は厳しい寒波のため，ガンカモ類の北帰行が遅れたが，今年は例年通り2月上旬から始まっ

　　本調査の内容については，宮城県自然保護課ホームページで確認できます。
　　HPアドレス　https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sizenhogo/gankamo-top.html

昨年の羽数

た。しかし，その後の寒さによって移動のペースが遅くなった。2月24日以降の気温上昇によって北

帰行が一気にすすみ，大部分の群れが北上したが、北帰行の期間はもう少し続くと考えられる。

　　県職員，県自然保護員，蒲生を守る会及び日本雁を保護する会等

宮城県内におけるガンカモ類生息調査の結果について（速報値）
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